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日本人技術者による24時間365日標準サポート

システム要件

GFI Languardには、弊社サポートセンターRisk Management Information Center（RiMIC）を
活用した、24時間365日のサポートを標準で提供しています。

ランガード(日本語対応)
資産管理
■ 管理されていないマシンや管理者から忘れ去られたマシンはセキュリティリスクに変化。

■ 管理者が気づかない以下のデバイスから脆弱性を検出。
　　 ◇サーバとワークステーション

　　 ◇仮想マシン

　　 ◇ルータ、プリンタ、スイッチなどのネットワークデバイス

　　 ◇iPhone、iPad、Androidを搭載したスマートフォンやタブレットなどの携帯端末

■ Microsoft Small Business Server 2011、Windows Vista、Windows 7、 Windows 8/8.1、 Windows 10、Windows Server 2008(R2含む)/
　 2012(R2含む)/2016の各オペレーティングシステム

<必須コンポーネント>　　
■ Microsoft .NET Framework 4.5.1　

<サポートされるデータベース>     
■ Microsoft SQL Server Express Edition 2008 R2以降
■ Microsoft SQL Server 2008 R2 以降 

リスク分析とコンプライアンス

■ 以下の処理を実行し、最初に修正すべき問題の情報を提供。
 　　◇重大性にもとづくセキュリティ問題の評価  

　　  ◇各コンピュータの脆弱性評価

■ 問題の検出時に起動するアラート機能を備えた多機能な 対話型ダッシュボード。

■ 全文検索のサポート。

■ エグゼクティブレポート、テクニカルレポート、統計レポートの作成。

■ 各種監査に準拠したレポートの作成。PCI-DSS、HIPAA、SOX、GLBA、

      PSNcoco、FERPA、ISO/IEC 27001、FISMA、CAG、NERC等にも対応。

企業のネットワーク
　　セキュリティコンサルタント
企業のネットワーク
　　セキュリティコンサルタント

ネットワーク監査

脆弱性検出

アサミビル5階
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GFI LanGuard™ は数多くの顧客実績を持ち、数々の賞にも輝いた、ネットワークの脆弱性をスキャン、
検出、評価するセキュリティソフトウエアです。管理者が脆弱性、パッチ管理、システムヘルスの監視、
ネットワーク監査に関連した問題に対応する場合、ときには複数の製品を使用して個別にこれらの
問題に対処する必要に迫られます。GFI LanGuard™を利用すれば、脆弱性管理のこれらの処理を1つの
パッケージで対応でき、ネットワーク設定の全体像の把握や、ネットワーク状態を安全に維持する作業
を迅速かつ効果的に行うことができます。さらにインターフェイス言語とオンラインヘルプすべてが
日本語化されており、日本のお客様の使いやすさを追求しています。
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システムヘルスの監視

<ハードウエア>

<ソフトウエア>

1～100 100～500 500～3000
3GHz Quad Core

20GB

1544 kbps
8GB

2.8GHz Quad Core

10GB

1544 kbps
4GB

2GHz Quad Core

5GB

1544 kbps
2GB
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HDD
メモリー

ネットワーク帯域幅

主な機能及びサポート体制




